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1 はじめに
UWB パルスレーダのための高速画像化手法である

SEABED法を実用化する上で複雑な形状の物体への適
用が困難である問題が指摘されている [1]。これは複雑
な形状の物体は多数の散乱点を持つため、散乱波形同士
が干渉を起こすためである。これに対し我々はカルマン
フィルタを用いたアルゴリズムを提案し、数値計算によ
る評価を行った [2]。本稿では提案法を実験データにも適
用するため、振幅情報を利用する新たな手法を提案する。

2 既知波形に対するSEABED法による複雑形状推定
SEABED法とは、境界散乱変換に基づいた UWBパ

ルスレーダのための高速画像化手法である。アンテナ座
標と目標までの距離との関係を表す曲線を擬似波面と呼
ぶ。ここで目標物体の境界と擬似波面との間の変換関係
を利用し、アンテナの受信信号から反復計算を用いずに
一意に目標形状を推定することができる。
散乱波形同士が干渉を起こす場合に SEABED法を適

用するために、我々はカルマンフィルタを用いて干渉部
分の擬似波面を推定する方法を提案してきた [2]。この
手法は、干渉部分と非干渉部分に異なるカルマンゲイン
を設定することで干渉部分の擬似波面を効率的に推定す
る。この際、干渉部分の検出が必要であり、数値計算に
おいては波形が既知であることを前提とした手法を提案
してきた。しかし、実験においては散乱波形が形状に依
存し、干渉の検出が困難である。

3 波形が未知の場合の提案干渉検出法
擬似波面に沿った振幅の加加速度によって干渉領域を

推定する方法を用いる。干渉の無い散乱波の振幅はなめ
らかに変化するが、干渉が起こった場合には振幅に振動
性の変化が起こることを利用する。本手法では振幅変化
の加加速度の瞬時包絡線を計算し、閾値によって干渉部
分を推定する。加加速度 j(X)は擬似波面に沿った受信
信号 S(X)により次式で求める。

j(X) =
∂3

∂X3
S(X) (1)

j(X)の瞬時包絡線を計算することで干渉を検出する。
大小二つの円筒を設置しその形状を SEABED法で推

定する実験を行う。実験より得られたデータを図 2に示
す。アンテナ座標-0.2m、時間方向 2～3nsecの部分にお

いて両円筒からの擬似波面が交差し、干渉している。擬
似波面のうち右側のものをカルマンフィルタで追跡し、
振幅の加加速度の変化をプロットしたものを図 3に示す。
破線で示す閾値を越えた部分は信号の干渉部分を正しく
推定している。
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図 1 数値計算による受信信号
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図 2 実験での受信信号
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図 3 擬似波面に沿った振幅変化
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